
⑪　おおさき議会だより

　
総
務
省
募
集
の
「
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

県
、
市
町
村
合
わ
せ
て
１
３

０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
応
募
さ
れ

た
が
、
ど
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
か
。
本
町
も
提
出
し
た
の

か
。

町
　
長

　
独
自
の
活
性
化
策
に
取
り

組
む
自
治
体
を
地
方
交
付
税

の
上
乗
せ
配
分
、
補
助
事
業

の
優
先
採
択
な
ど
通
し
て
支

援
、
さ
ら
に
計
画
を
策
定
し

た
各
市
町
村
に
は
、
特
別
交

付
税
が
単
年
度
で
３
千
万
円
、

３
年
間
で
計
９
千
万
円
ま
で

措
置
さ
れ
る
制
度
で
、
本
町

も
、
必
要
性
、
重
要
性
を
認

識
し
、
今
後
検
討
し
９
月
ま

で
に
公
表
し
た
い
。

儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉
儉

小
野
議
員

　
大
隅
曽
於
地
区
消
防
組
合

「
輝
北
分
署
」が
来
年
４
月
大

隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
へ
移

管
さ
れ
る
予
定
だ
が
そ
の
原

因
は
何
か
。

町
　
長

　
鹿
屋
市
輝
北
町
の
区
域
は

管
轄
外
と
な
り
救
助
や
防
災

業
務
に
対
処
で
き
な
い
。
ま

た
、
鹿
屋
市
の
大
隅
曽
於
地

区
消
防
組
合
に
対
す
る
負
担

金
は
８
千
９
百
万
円
近
く
あ

り
こ
れ
も
原
因
で
あ
る
。

小
野
議
員

　
野
方
住
民
に
と
っ
て
は
重

大
な
事
で
あ
り
影
響
が
大
き

い
。
そ
の
対
策
を
早
急
に
取

る
べ
き
と
思
う
。

町
　
長

　
野
方
地
区
に
お
い
て
消
防

車
、
緊
急
車
両
の
到
着
時
間

が
こ
れ
ま
で
と
５
分
以
上
遅

れ
る
集
落
が
　
あ
り
１
分
１

１５

秒
が
大
事
な
の
で
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
消
防

組
合
に
対
す
る
人
口
一
人
当

た
り
の
負
担
金
額
は
、
曽
於

市
１
万
３
百
円
、
志
布
志
市

１
万
６
百
円
、
大
崎
町
１
万

３
千
百
円
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
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小
野
議
員

　
３
月
末
、
私
と
町
長
が
志

布
志
市
へ
出
向
き
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
説
明
し
た
が
、
本

田
市
長
は
、「
大
崎
町
全
体

と
し
て
は
ま
だ
二
分
、
志
布

志
市
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
重
要
」
と
言
わ
れ
た
。
町

長
の
感
想
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
大
崎
町
の
意
向
は
理
解
さ

れ
た
と
思
う
が
、
議
会
と
の

合
意
形
成
が
必
要
で
、
一
枚

岩
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
姿
勢
を
示
す
べ
き
と
思
う
。

小
野
議
員

　
少
子
高
齢
化
と
財
政
問
題

を
考
え
る
と
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
と
思
う
が
、
町
長
の
意
見

は
ど
う
か
。

町
　
長

　
志
布
志
市
と
の
合
併
実
現

に
誠
心
誠
意
努
め
て
い
く
。

　

９
月
ま
で
に
公
表
す
る

「
輝
北
分
署
」
が

来
年
４
月
移
管
さ
れ
る

原
因
は
何
か

本
田
市
長
の
意
見
に

対
す
る
感
想
は

合
併
新
法
が
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が

一
枚
岩
と
な
っ
て

取
り
組
む
姿
勢
が
必
要

大隅肝属地区消防組合へ移管予定の輝北分署

元
気
な
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
　

国
が
財
政
的
支
援
を
す
る

災
害
や
事
故
等
に

対
処
で
き
な
い
た
め

本
町
に
対
す
る
影
響
と

具
体
的
対
策
は

鹿
屋
市
と
救
急
業
務
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
る

合
併
新
法
内
の

合
併
実
現
に
努
め
る

小野　光夫　議員


